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２Ｉ０７ 
オントロジー工学に基づく，ライフスタイルのコンセプトの統合化への考察

○岸上祐子，古川柳蔵，須藤祐子（東北大），溝口理一郎（北陸先端大）

はじめに

現在，気候変動問題をはじめとした，さまざま

な環境問題が起こり 将来は厳しい環境制約の

下での暮らしが予想される．多くの環境問題は，

膨張した人の欲求の結果である その結果，資

源の枯渇が心配され，現在の先進国の生活を続け

る場合は，地球が１つでは持続できないというこ

とも指摘される ．ところが，日本国内では，

内閣府の世論調査により，人々は物質的豊かさを

求めていたが 年代を境に精神的豊かさを求

める傾向が物質的豊かさを求めるものより上回

るようになり，その差は広がっている ．これ

らから 人々は必ずしも物質的豊かさや利便性の

みを追求しているのではないことが示唆されて

いる．

人は何を得ると幸福となるのか．昨今，幸福論

の研究が盛んになり （ ）らは幸福

度を規定する要因としてものづくり 人 社会

自然資本の４つの資本と時間の分類から その資

本の量が幸福度に影響するとし 白石ら（ ）

は社会学 心理学 経済学の調査を網羅し所得 所

得格差・不平等度 就業と生産性 年齢・性別・身

体的・精神的健康などの個人属性 婚姻状況など

の社会的関係 政治経済体制と国民について整理

しているが 人に影響を与える外部環境から

の制約との関係はみていない．

これまで，筆者らはライフスタイルに影響を与

える心の豊かさの構造を明らかにするために，オ

ントロジー工学手法を用い，人によってとらえ方

が違い多様にあると考えられがちな，楽しみなど

の心の豊かさの概念について明示化し共有する

ための試みを行い，その応用の可能性があること

を示してきた．

さらにこの手法を用いることで，他の研究で明

らかにされてきた 制約と心の豊かさとの関連性

についても示すことができる可能性を得た．これ

らの要素からライフスタイルをコンセプト化す

ることは 将来必要とされると予測される 「高炭

素世界の完全リサイクル型技術」に学んで新しい

技術規範（パラダイム）を 体系化した［ ］生物

規範工学からの技術とマッチングすることで環

境負荷の低い社会形成への技術開発につながる

と考えられる．

本研究の目的

本研究では，低環境負荷へ行動変容し環境制約

下でも心豊かな生活を送るために，楽しみをはじ

めとした心豊かなライフスタイルの構造を明ら

かにするための方法論を検討する．その一環とし

て，網羅性を高めるために，ライフスタイルにお

ける複数の行為分解木を統合することから見え

てきた制約と心の豊かさについての関係性の明

示化について検討する．

方法

データの収集について

エネルギー使用量は，現在の 分の 以下であっ

た 戦前のライフスタイルを日本国内各地の

代の高齢者にヒアリングし，食・燃料・水・遊び・

仕事・共同作業・近所との関わり・自然との関わ

り・行事・家屋内のことなどをテーマとして個人

のエピソードを含め聞き出した そのヒアリング

データを起こしたテキストデータを，以下のパタ

ーンで，ライフスタイルの種類の偏りをなくすよ

うにシーンが網羅的になるように選定した．

 
データの分類について

代のヒアリング 以下 ｈ から得られたラ

イフスタイルに関するデータを分析するために，

生活価値別，職業別，ライフスタイルの傾向別の

３つのパターンで分類した．

分析について

オントロジー工学手法 で分析するにおいて，

高藤 淳, 來村 徳信, 溝口理一郎と 社が

開 発 し た ソ フ ト ウ エ ア 「 」

（ ）を用い，行為分解木

として視覚的に表現した．このソフトはオントロ

ジー工学によって人工物の機能分解を行うもの

であるため，人工物における不具合を表す表現

（黄色ノード）でライフスタイルにおける不都合

や制約を表現した．加えて，新たに心の豊かさを

表現するノード（緑ノード）を設定した．こうし

て，各ライフスタイルを表した文章についてそれ

ぞれの行為分解木を作成し，個人の影響を払しょ

くするために複数の人数で検討した．作成した行

為分解木がある程度集まったところで，ライフス

タイル全般に関わる心の豊かさを表現するため

に，各行為分解木を集め統合化した．統合にあた
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っては，各ライフスタイルの行為分解木の上位を

取り出し，同様のゴールや行為から，そこに達成

するための方法（方式）として重ねていくことを

行った．

結果と考察

ライフスタイルをオントロジー工学に基づく

行為分解木で表現した．行為・方式・制約・心豊

かさ そしてそのライフスタイルの背景にある前

提（社会の暗黙の了解など）の関係を示し，心の

豊かさの本質の明示化を試みた．こうして得た複

数のライフスタイルを統合化した行為分解木の

一部を 及び に示す．

オントロジー工学に基づくライフスタイルの

構造を明らかにする方法論に関して，以下の結果

が得られた．

それぞれの行為分解木には 達成するゴールと

それを達成するための行為及び それらに関わる

心の豊かさを明示化したが，今回統合したことに

よって行為と共に上位概念となる心の豊かさと

下位に位置する心の豊かさの関係性を示す可能

性を得た．この関係性については今後も分解木を

増やし，検討が必要である．

各行為分解木を統合する際には統合しづらい

場合が存在する．例えば行為が具体的に示されて

いる場合同じものとみなせないことが多く，同じ

行為として統合できない．また一つのゴールに対

して局面の違う方式を直接結びつけることはで

きないためである．このような統合しづらい行為

については 「自然環境の制約がある」といった

上位概念にあたるノードを加えることによって

統合化をはかりやすくなる．不具合を表わす黄色

ノードの多くは社会的状況や制約であり，これら

は複数の行為分解木の共通項となり 統合する際

の核となる．統合によってその制約への対処の方

式が 単独の分解木で得たものよりも広い局面で

示すことができた．

心の豊かさを共通項として統合する場合にお

いても，そこにつながる方式の局面の差異や具体

的行為があることによる統合のしづらさがある．

この場合も その行為の上位概念に位置する不具

合を共通項とすることで統合が可能となること

がわかった．

過去のライフスタイルは 自然環境の制約への

対処であり 現在のライフスタイルは自然環境の

制約が取り除かれ利便性が増している．今後 ラ

イフスタイルをオントロジー工学手法を用い行

為分解木で表現する場合，まず環境制約に着目し

これを克服することを達成目標として行為分解

することにより 各分解木の統合化は容易になる

と考える．また 制約を中心に統合化を進めるこ

とは 時代の異なるライフスタイルを比較する場

合，利便性とそのほかの心の豊かさのオフセット

の関係についても表現できる可能性があると考

える．
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統合化した行為分解木の一部

１の囲み部分拡大図




